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第１章  研究背景  

第１節  人々の行動 を阻害する羞恥心  

これまで 恥ずかしい思いをしたくない ということが理由で、本当はや

りたいと思っていることや、やるべきだ と感じていることを、実践しな

かった（出来なかった） 経験はないだろうか。 羞恥心とは、 誰しもが意

識の有 無に 関わ らず 、しば しば 感じ る 感 情であ る（ 鈴木 ・庄 司 ,  2 022）。

人前で失敗した時や、フォーマルな場面で自分だけが場違いな服装をし

ている時、間違えて他人をお母さんと呼んでし まった時 など、さまざま

な場面で人々は頻繁に羞恥心を感じる。 羞恥心は、人々にとって非常に

身近な感情で ある。 恥をかきたくないという 動機が、人々に成長のため

の努力を促したり、 異常な行動を抑制したりする。人々の能力向上や 社

会の秩序を保つためには、非常に重要で 必要な感情である。しかし 時に

羞恥心は 、人々の行動を不本意に阻害してしまう場合がある。  

人 が 羞 恥 心 を 感 じ た 時 、 羞 恥 心 を 感 じ る 対 象 は 「（ 羞 恥 心 を 感 じ る 理

由となった） 特定の具体的な行動 」だけでなく、「（行動した）自分とい

う存在そのもの 」 にまで及び、人は自己に対して無価 値感や無力感を強

く感じることとな る（ Tang ne y,  199 5）。その為、人は羞恥心 が 発生する状

況を避けようとする。羞恥心には行動回避の側面があると言われて いる。 

これまでに羞恥心は、消費者行動 を阻害する要因の一つと して扱われ、

様々な研究が行われてきた。例えば大学生を対象とした樋口・中 村（ 200 9）

の研究では、 大学生は男女ともに避妊具 の購入に羞恥心を強く感じてお

り、それが避妊具の 購買意図 の低下に影響を与えている ことが明らかに

なっている。避妊具着用は、 H IV 感染予防や 望まぬ妊娠を回避する ため

に重要であるが、羞 恥心が避妊具 の購入を阻害してしまっている。また

乳がん検診の受診 を阻害する要因の一つに「検査への羞恥」が挙げられ
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るなど（小林ほか ,  2 006）、羞恥心の研究の多くは 、人前で口にするのを

少し躊躇してしまうような商品や出来事に関して焦点が当てられてきた。

しかし羞恥心は 本質的に 恥ずかしい とされる 商品や出来事だけで はなく、

様々な文脈や些細なことで 発生し、消費者行動に影響を与えて いる。例

えば女性専用フィット ネスクラブ 会員の多くは、プライバシーの保護や

自己呈示的な理由で、女性専用クラブの参加を選択して おり、その背景

には羞恥心が影響している （加藤 ,  200 9）。  

 

第２節  フィットネ ス産業の 歴史と課題 点  

日本における 2 024 年のフィットネス産業の市場規模は、約 7 ,0 00 億円

である。 新型コロ ナウイルス感染症の影響を大きく受け、一時は縮小し

ていたが、現在はコロナ禍前と同様まで順調に売り上げが回復している。

フィットネス産業は、 国民の健康維持・増進のための運動実施の場や適

切な運動指導を受ける場 として、非常に重要 な産業であ る（ 足立・松岡 ,  

2020）。また国民的な健康志向の高まりや余暇時間の増加により、事業者

数や就業者数が増加している（厚生労働省 ,  2 02 4）。つまり我が国におい

て健康面・経済面でも重要な産業である。 一方でフィットネスクラブの

参加率は３％と低く、参加率向上が望まれる。  

我が国のフィットネス市場では 2 00 0 年前後まではプールやトレーニ

ングジム、スタジオなど が併設されている「総合型フィットネスクラブ 」

が主流であったが 、2000 年代以降になると、パーソナルトレーニングを

行うジムや女性専用 クラブなど「専門型フィットネスクラブ」が拡大し

始めた（田中 ,  20 21）。その背景には、大型店舗 となる総合型フィットネ

スクラブの経営の難しさな ども原因として挙げられるが、やはり人は自

分と「適合」し ない 商品は選択しない という理由が考えられる。  
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製 品 と 自 身 と の 適 合 性 は 、 単 な る 製 品 の 機 能 面 で の 適 合 だ け で な く 、

製品のイメージとの適合性にまで及ぶとされてい る。消費者 は、自分自

身のイメージ（以下、「自己イメージ 」と略す）と近いイメージのブラン

ドを選好すると言われている （ A ak e r,  1 9 99）。「適合性アプローチ」と呼

ば れ 、 ブ ラ ン ド 研 究 の 中 で 多 く 扱 わ れ て き た 枠 組 み で あ る （ 久 保 田 ,  

2 010 b）。人には、「自己一致性動機」というものがあり、自分の自己イメ

ージと一致した行動をしたいと いう欲求がある。その欲求に失敗した時、

心理的不協和を感じる。その一つに羞恥心がある。 つまり消費対象 （商

品やサービス ）が自己イメージと適合しない場合、 消費対象と自己イメ

ージの不一致により 羞恥心が発生し 、消費行動が阻害されるのである。  

適合性アプローチは、 フィットネス 現場にも応用できると 考えられる。

実際にフィットネ スクラブ の会員は、 クラブ内では社会的に理想 化され

た 体 型 に 適 合 す る こ と が 求 め ら れ て い る と 感 じ て い る （ Sa l va to re ＆

Ma re cek ,  2 010）。 ま た肥 満女 性は 、一 般 的な クラ ブ会 員が 該 当す る ス テ

レオタイプは 自分自身とは異なっている と考えており 、実際にフィット

ネ ス ク ラ ブ を 利 用 し た 際 に は 、 差 別 的 や 否 定 的 な 視 線 を 感 じ て い た

（ A rgü e l l e s  e t  a l . ,  2 0 22）。パーソナルトレーニングや暗闇フィットネス、

女性専用クラブなどが、拡大していった背景 からもその 影響は見受けら

れるだろう。  

 

第３節  研究の目的 と意義  

羞 恥 心 が 消 費 者 行 動 に 及 ぼ す 負 の 影 響 に つ い て は こ れ ま で も 数 多 く

の研究が行われてきた。 L ev y（ 1 95 9）が、消費者が以前ほど機能志向で

はなくなったと解明してから時がたち、消費 者はますます感情的に なっ

ている（ L i  e t  a l . ,  20 1 8）。企業のマーケティング担当者にとって消費者 の
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羞恥心の発生を抑制することは 、サービスやブランド・製品 態度に対し

て羞恥心が及ぼす 負の影響を 抑制し、その後の行動を阻害させない ため

に重要なことである。一方で羞恥心における研究の多くは、具体的な恥

ず か し い 商 品 や 出 来 事 に 焦 点 が 当 て ら れ て お り （ G r ac e  20 07 ,  2 009 ;  

K r i s hna  e t  a l . ,  2 019）、様々な文脈や原因で生じる羞恥心 についての研究

は不足している 。 実際にフィットネスクラブ を対象にし た研究では、ク

ラブの選択理由および阻害理由 に羞恥心はあげられているが（ e . g . ,  C ra i g  

&  L ib e r t i ,  2 00 7 ;  加藤 ,  20 09 ;  A rgü e l l e s  e t  a l . ,  2 022）、クラブに対する態度

や参加意図に羞恥心が及ぼす影響を 直接的に 調査した研究は見当たらな

い。  

そこで本研究では、フィットネスプログラム参加 意図に、自 己イメー

ジとプログラムイメージの適合性により生まれる羞 恥心が与える影響を

明らかにすることを目的とする。  

 本研究の結果は、 フィットネス クラブの広告やプログラムの作成 など

をマーケティン グする上で、 消費者の 羞恥心を抑制し 、より 参加意図が

高まる効果的な 方策を考える一助になるだろう。  
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第２章  先行研究の 検討  

第１節  自己意識と しての 羞恥心  

羞恥心は、罪悪感や自尊心 、誇りと同様の「 自己意識 」的な 感情に分

類される（ Ta ng ney  &  F i s he r,  19 95）。自己意識的感情とは、自己 と他者を

比較したり、他者 からの評価を意識するなど、自己意識が関わることで

経験する感情である（有光 ,  201 5）。自己意識的感情は、基本的な感情（喜

びや怒り、悲しみ など）とは異なる。自己意 識的感情を経験する には、

自己を知覚する能力、 自己表象を形成する能力、 内的原因帰属、そして

それらを評価する能力 の発達が必要となるから である（ Tra c y  &  R o b in s ,  

2004）。例えば基本的な感情である恐怖を感じるには、単純に生存を脅か

す出来事を経験するだけでよい（ Tr acy  &  R ob in s ,  2 00 4）。しかし 羞恥心

は、羞恥心を感じる理由となる出来事 を経験するだけ では発生しない。

その出来 事を自分で 把握し、社会的な視点も含め 熟考や反省 を行い、そ

の結果負の評価が 下されたと きに、人は羞恥心を経験する。だから L ew i s  

（ 199 5）の自己意識的感情の発達モデルによると、基本的な 感情は 、生後

６か月～８か月以内に現れるが、羞恥心は ２歳になるまで現れないとさ

れている。つまり、羞恥心は通常の感情よりも発達した感情で ある。  

 

第２節  本研究にお ける 羞恥心の定義  

第１項  概要  

この節では、まず これまでの羞恥心の定義や羞恥心が生じる状況や原

因について整理を行 い、最終的に本研究で用いる羞恥心の定義を明記す

る。ただ し羞恥心を含め 感情反応は，行動や主観的な体験等 、様々な要

因が影響 する複雑な現象 であり（ C l o r e  e t  a l . ,  198 7 ;  L az a r us ,  1991 ;  

L eve ns on ,  19 94）、単純で同一な感情状態ではなく、境界があいまいなも
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のであることを念頭に置きこの先を進めてい く（鈴木・庄司 ,  2 022）。  

消費者行動の中で 羞恥心は 、恥ずかしいという感情状態そのものや関

連する苦境や行動 、また羞恥心が生じる状況など 、様々な文脈に焦点を

当てた研 究者により 多くの形で定義されてきた （ K r i sh na  e t  a l . ,  201 9）。

多くの研究者の考えに共通しているのは、羞恥心 を感じた時に、私たち

は不安や気まず さ、愚か さ、動揺などを感じる点である（ G o ff man ,  19 55 ;  

Mi l l e r,  1 992）。  

様々な定義がある中で、大きく異なっている点は３点ある（ K r i s hna  e t  

a l . ,  2 01 9）。１点目 は、羞恥心を感じる理由とな る出来事が生じる 場面で

ある。羞恥心を感じる理由とな る出来事が、他者が存在する 「公的な場

面」で発生するの か、他者の存在しない 「私的な場面」で発生するのか

が異なっている。 ２点目は、その出来事を誰が評価 するのかということ

である。前節でも 述べたが 、人は羞恥心を感じる理由とな る 出来事に対

して、負の評価が下 された時に羞恥心を感じる 。つまり誰かが出来事を

評価する必要がある。 評価する人物は、「他者の場合 」と「 自己の場合」

がある。３点目は、 羞恥心を感じる理由とな る出来事の 違反の種類であ

る。ある出来事が何かに対して違反しており、それに対して負の評価が

下される時に、人は羞恥心を感じる。その違反 の種類が「社会的 な慣習」

に対してか、「自分の決め事 」に対してなのか２種類に分けることができ

る。以降の項で、この３点について関連する 先行研究を用いて詳しく説

明する。  

第２項  羞恥心が生 じる 場面（公的な場 面 か私的な場面か）  

 これまでの大半の 研究では、羞恥心は公的な文脈で他者の評価によっ

て生じるものであると示唆されてきた 。公的な文脈での羞恥心 は、「意図

しない望ましくない社会的苦境や違反に対する感情的な反応 」（ E d e lm an ,  
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1985）や、「望まない災難や社会的苦境に関連し て嫌悪的な恥辱感や 悔し

さを感じる社会的感情」（ G o ff man ,  19 55 ;  M i l l e r,  199 5 ;  Mod i g l i a n i ,  19 68）

などと定義されている。これらの定義に共通するのは、人が 社会的な評

価に対して関心をもっていることが前提と なっている点だ 。つまり 他者

からの評価に関心があるため、 必然的に他者の存在が必要となる。よっ

て多くの研究では、 羞恥心は他者が存在する 「公的な場面 」 で生じると

されてきた。  

しかし私たちは 、他者が存在しない状況でも 、ときおり 羞恥心を感じ

る。「想像上の他者の存在」からの評価を受け るからである 。 D ah l  e t  a l .

（ 200 1）によると、想像上の社会的プレゼンスがある誰もいないトイレ で

避妊具を購入するとき、想像上の社会的プレゼンスが 大きい ほど、羞恥

心が高まることが 示されている。つまり他者の存在しない「私的な場面」

でも、「想像上の他者の存在」 の影響をうけて羞恥心は発生する。  

第３項  羞恥心を評 価する存在 （他者か 自己か ）  

第２項では羞恥心が発生する状況を 、他者からの評価を受ける 「公的

な場面」と（想像上の）他者からの評価を受ける 「私的な場面」の２つ

に分類した。しかし 羞恥心の原因となる出来事 を評価するのは、他者だ

けではない。 自分自身が評価を行うことで、 羞恥心が発生することもあ

る。羞恥心は 、自分 の行動（自分自身 ）を一定の基準やルールに照らし

合わせて評価 する 必要がある（ R ob b in s  &  Pa r l av ec ch io ,  200 6）。羞恥心を

含む自己意識的感情が発 達する時、子どもは 最初に自身の行動に対して

重要な他者（多くの場合は両親や養育者 ）から視線が向けられているこ

とに気づく。そしてその他者の視線 や反応を見て、自身の行動を評価す

る（ Tr acy  &  R o b in s ,  2004）。これを繰り返していくうちに、 他者の視線

を通さずとも 、自身の行動を 評価することができるようになる（ F e rg us on  
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e t  a l . ,  19 91）。  

第４項  羞恥心の原 因となる違反の種類（社会的慣習か個人 的な違反 か )  

 第２項、第３項で論じてきたの は、公的・私的な場面 で「 社会的慣習」

の違反に対して、 他者・自己の評価 を受け発生する羞恥心について であ

る。しかし私たちは社会 的慣習には違反していない状況でも、羞恥心を

感 じ る 時 が あ る 。「 個 人 的 な 決 め 事 」 に 対 す る 違 反 を し た と き で あ る 。

B abc ock（ 1 988）は このような羞恥心を「自分のペルソナと矛盾する よう

な行動をとってしまった、自分の個人的基準に違反してしまったという

認識に対 する不快な反応 」と定義した。 このペルソナは、社会的な基準

に影響され確立されることもあれば 、無関係に個人によって確立される

こともある。  

第５項  本研究にお ける羞恥心の 定義  

 本研究は、 フィットネスプログラム を対象に研究を行うため、公的な

場面で社会的慣習に対する違反に対して、他者（もしくは想像上の他 者）

の評価を受け発生する羞恥心に該当すると考えられる 。  

よって本研究では 、羞恥心を 「現実の聴衆や想像上の聴衆から好まし

くない評価を受け、個人の望む社会的アイデンティティが脅かされるよ

うな出来事や行動により生まれる感情 」（ D ah l  e t  a l . ,  20 01）と定義する。  

 

第３節  消費者行動 における羞恥心 の研 究  

 消費者行動における羞恥心に関する研究の 多くは、他のものよりも本

質的に恥ずかしい製品 (避妊具や 生理用品、ガス予防薬など ）やサービス

に焦点が当てられてきた （ K r i s hn a  e t  a l . ,  20 19）。恥ずかしい製品を人前

で購入する時に羞恥心が生じると、その後の購入意図が低下することが

解明されている（ e . g . ,  D a h l  e t  a l . ,  2 001 ;  樋口・中村 ,  2 009）。また行動に
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対する慣れは羞恥心を抑制する効果があり 、恥ずかしい製品の購入経験

が あ る 場 合 は 他 者 の 存 在 の 影 響 を 受 け な い こ と が 解 明 さ れ て い る （ 樋

口・中村 ,  20 09）。 B l a i r  a nd  R oe s e  （ 201 3）は恥ずか しい製品（防臭フッ

トパウダーか下痢止め ）を購入する際の羞恥心が、他の製品 （下着）を

追加購入すること で低下するかを検証した。結果防臭フットパウダーを

単独で購入する場合よりも、下着と共に購入する方が羞恥心は低下した。

しかし下痢止めを購入する場合は、下着と共に購入する場合の方が羞恥

心の値が高くなった。 B l a i r  and  R o es e  （ 2013）は、下着 と下痢止 めを共

に購入することにより、 トラブルにより 下着を汚してしまったという状

況が想起され、その結果 より羞恥心 が高まった のではない か と推測して

いる。また具体的に恥ず かしい製品だ けなく、大きいサイズの洋服を購

入する時や、商品の購入時にお金が足りなかった時 などでも 羞恥心は生

じる（ K r i s hn a  e t  a l . ,  20 19）。羞恥心の原因となる出来事は、消費者行動

の中で頻繁に起こ っている。 その時々の状況 （慣れや周囲の状況など ）

により発生する羞恥心の大きさは変化する が、発生した羞恥心は 消費者

行動に負の影響を与えている（ D ah l  e t  a l . ,  20 01）。  

 

第４節  羞恥心の発 生メカニズム  

 羞恥心がどのよう メカニズムに より発生するの かは、これ までに多く

の研究者により、発生メカニズムモデルを通じて検証されてきた。発生

メカニズムモデル の代表的なもの には、羞恥心の発生因を 自尊心の低減

によるものだと する「自尊心 低減モデル 」（ M od ig l i an i ,  197 1）、他者から

の望ましくない評価に対する懸念 によるものだとする 「社会的評価モデ

ル」（ M i l l e r,  1 996）、自身の行動が自己概念から逸脱すること によるもの

だとする「個人的規範モデル」（ B abc oc k ,  198 8）、社会的な場面で他者と
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の 相 互 作 用 に 対 す る 懸 念 に よ る も の だ と す る 「 相 互 作 用 混 乱 モ デ ル 」

（ P a r ro t t  e t  a l . ,  1 98 8）、他者からの期待を裏切 るような 自己呈示を懸念す

ることだとする「期待裏切りモデル 」（菅原 ,  19 92）がある。樋口（ 20 0 1）

はこれらを整理し「 社会的評価懸念 」、「自己イメージ不一致」、「相互作

用混乱」、「自尊心低減」の４つに分類した。 またこれら４つの発生因の

関係を検討した（ 樋口 ,  2 002）。その結果 ４つの羞恥心の発生因 が、独自

に羞恥心の発生に 関わっているのではなく、それぞれに影響しあ うこと

で 、 羞 恥 心 が 発 生 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た （ 樋 口 ,  20 02）。 樋 口

（ 20 0 2）によると公的な場面で発生する羞恥心は 、「自己イメージ不一致」

が「社会的評価懸念」に影響を及ぼし、「社会的評価懸念」が「相互作用

混乱」と「自尊心低減」に影響を及ぼす。またさらに「相互作用混乱」

が「自尊心低減」に影響を及ぼしている。 つまり羞恥心を最も発生させ

る要因は「自尊心低減」であり 、それは「自己イメージ不一致」の影響

を受けた他の発生因の影響を受けて生じる。この根幹となる「自己イメ

ージ不一致」 の発生 の抑制は、消費者行動を阻害する羞恥心を発生させ

ないために、 非常 に重要である。これに 関連するマーケティング のアプ

ローチとして、 ブランド研究 の「適合性アプローチ」があげられる（久

保田 ,  20 10b）。  

 

第５節  ブランドイ メージと自己イメー ジの適合性  

 消費者は、自己イメージ と近いブランドを選好する と言われている

（ A ake r,  1 999）。ブランドには自己表示機能が あり（竹濱 ,  199 8）、人は自

己意識を高めるために自分がそうである、あるいはそうありたいと思う

人間像と一致するような行動を とる（ L e vy,  195 9）。消費者行動では 自己

イメージと製品イメージの適合性が、当 該製品への選好度の決定要因と
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され（ S i rgy,  19 82）、企業のマーケティングの一環と して「適合性アプロ

ーチ」という枠組みで様々な研究が行われてきた（ e .g . ,  S i rg y,  19 82 ;  S i rg y,  

1985 ;  A a ke r,  199 9 ;  久保田 ,  201 0a）。  

自己イメージは、多面的なものであり、その中には少なくとも現在の

自分自身に対するイメージ （以下、現実の自己イメージ と略す）と 理想

の自分自身に対するイメージ （以下、理想の自 己イメー ジと略す） が存

在する（久保田 ,  2 01 0 a）。現実の自己イメージとは 、どのように自分で

自分を評価するか、客観的に存在 する自己認知のことである。理想の自

己イメージとは、自分が望んでいる状態、理想的な自己状態のイメージ

のことである（胡 ほか ,  2 006）。つまり製品の購入または回避する動議づ

けは、現実の自己イメージと製品イメージの適合性 「自己適合性」 に対

する動機 と理想の自己イメージと製品イメージ の適合性「理想適合性」

に対する動機 の組み合わせから生じる （久保田 ,  201 0 a）。「自己適合性」

に対する動機 は、「 自己一致性動機」である。自己一致性 動機とは消費者

がもつ、現実の自己イメージ と一致するイメージ の製品の購入や行動を

望む考えのことで ある（ S i rg y,  19 85）。自己一致性が損なわれた場合人に

は心理的不協和が生まれ 、その不協和には羞恥心が含まれる 。「理想適合

性」に対する動機は 「自尊動機」である。自尊動機とは消費者がもつ 、

肯定的なイメージの維持や、理想の自分に近づくために理想的なイメー

ジの製品の購入や行動を 望む考えのことである（ S i rg y,  198 5）。自尊動機

に失敗すると、 自尊心が傷つ きその結果羞恥心が発生す る。  

 H on g  &  Z i nkh an（ 1995）の自己イメージと広告表現の 適合性が、ブラ

ンド態度や購買意図に及ぼす影響を分 析した研究によると、現実 、理想

に関わらず自己イメージと合致する広告は、ブランド態度と購入意図に

正の影響を与える と解明されている 。また現実の自己イメージに適合す
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る広告よりも理想の自己イメージと適合する広告のほうがブランド態度

や購買意図に 、より好意的な影響を与えることが 示唆されている 。この

ような結果からも、企業のマーケティング戦略としてはより理想的な自

己イメージと適合する広告表現の使用が推奨 されてき た（ H o n g  ＆  

Z in kh an ,  1 99 5）。製品やサービスに対 して理想の自己イメージと適合する

理想的で魅力的な イメージを 作り出すことは、 消費者の購買行動を促 進

する上で 重要なことである。一方で、理想的で魅力的すぎるイメージは、

時に消費者行動を阻害すること もある。  

Wan  an d  Wy er（ 201 5）によるとサービスを提供する人物がとても魅力

的であった場合、消費者の自己顕示欲に懸念を抱かせて、その結果羞恥

心 が 生 じ 、 消 費 行 動 が 阻 害 さ れ る こ と が 明 ら か に な っ て い る 。 実 際 に

Turn oc k（ 202 1）のジム利用者 を対象に行われた研究では、ジム利用者は

ジム内に貼られている理想的 な体型をした人物の広告に対して、自身の

身体への不満を助 長させるとして強い嫌悪感を抱いていた。 つまり理想

的なイメージを作り出した結果、現実の自己イメージとの適合性が失わ

れ、その結果自尊心 が低下するのである。また A b e l  e t  a l .（ 2013）によ

ると、フィットネス クラブの会員は理想 の自己イメージよりも現実の自

己イメージと 等しいイメージを持つヘルスクラブを選択していることが

明らかになっている 。以上をふまえると、本研究では理想の自己イメー

ジとの適合性ではなく、現実の自己イメー ジとの適合性に焦点をあて進

めていくのが妥当 であると考えられる。 フィットネスプログラム参加者

の現実の自己イメージとフィットネスプログラ ムイメージ の適合性が、

羞恥心と参加 意図 に影響を与えることが 推測される。  

また製品イメージ やブランドイメージ は、一般化された製品使用者 の

ステレオタイプ的イメージと定義されてきた（ S i rgy,  19 82）。よってフィ
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ットネスプログラム（＝製品）のイメージは、他の参加者 のイメージ（＝

製品使用者のイメージ ）となる。そこで本研究の 適合性の定義は、「現実

の自己イメー ジと プログラム参加者のイメージ の適合性」とする 。よっ

て、以下の仮説 を設定した。  

H１ .  現実の自己イメージとプログ ラム参加者のイメージ の適合性は、参

加意図に 正の影響を与える  

H２ .  現実の自己イメージとプログラム参加者のイメージの適合性は、羞

恥心に負の影響を与える  

H３ .  羞恥心は参加意図に負の影響を与える  

 

第６節  羞恥心に対 する個人差  

 羞恥心の生じやすさやその後の行動に対しては、様々な個人差がある

と言われている。 例えば女性の方が、男性よりも一般的に羞恥心を感じ

やすく（ M i l l e r,  1 995）、羞恥心を改善するための努力を 行う 傾向がある

（ G onz a le s  e t  a l . ,  1 99 0）。また自尊心と羞恥心には負の相関 があり、自尊

心が高い場合は他人の 否定的な評価の影響を 受けにくく、羞恥心を感じ

にくい（ e .g . ,  K e l ly  &  Jo ne s ,  19 97 ;  Mo d ig l i a n i ,  19 68）。様々な個人差があ

る中で、本研究では自己意識に対する考え方の違いに着目する。  

 

第７節  公的自己意 識  

自己意識とは自分自身への注意の向けやすさのことである（ F en ig s t e in  

e t  a l . ,  1 97 5）。自己意識は、個人の社会的行 動を理解する上で重要な意味

をもつ。 自己意識 には２つの下位尺度 が見出されている。自己の内面に

ある考えや感情など 私的な自己の側面に注意を向けやすい傾向がある

「私的自己意 識」と他者に影響を与える社会的対象としての公的な自己の
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側面に注意を向けやすい傾向がある「公的自己意識」である。 その中で

公的自己意識 は、 対人場面において自分の行動を 管理し、他者に与える

印象を操作しようとする傾向の強さを示す研究が散見される。例えば 公

的自己意識の高い人は、他者からの評価や態度に敏感 で（ F e n i gs t e in ,  

1979）、他者を意識して自己表現の仕方を コントロールする傾向が強いと

言われている（ S ch e ie r,  19 80 ;  C a rv e r  &  H ump h r i e s ,  19 81）。集団の中で自

分だけ異なる意見を述べ て孤立することがないように戦略的に行動した

り（ Sc he i e r,  1 980）、その場の雰囲気や状況に合わせて服装を演出したり

する（ S o lo mo n  &  Sc hop le r,  19 82）。つまり公的自己意識が高い人は、 低

い人に比べてその場に適合することを重要視しており、適合しない場合

は、より高い羞恥心 を感じるのではないかと 推測した 。そこで、以下の

仮説を設定し た。  

H４ .  公的自己意識は現実の自己イメージとプログラム 参加者のイメー

ジの適合性による 羞恥心への影響を正に調整する  

本研究は、前述の３つと合わせて４つの仮説を統合し た仮説モデル

（図１）にもとづいておこなわれた。  

 

 

図１  本研究の仮説モデル  
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第３章  研究方法  

第１節  予備調査  

第１項  予備調査の 目的  

本研究の目的は 、フィットネスプログラム参加 意図に、現実の自己イ

メージとプログラムイメージの適合性により生まれる羞恥心が与える影

響を明らかにすることである。そのため、適合性が異な る２つの状況（①

適合性が高い 、② 適合性が低い）を実験的に作り出す必要がある。 本研

究では２つの異な るシナリオを用意し、実験対象者にどちらか一つをみ

せることで、適合性 の高低を操作することにした。まず適合性の異なる

２つのフィットネスプログラムの シナリオを作成する ことを目的に 、予

備調査を行った。具体的には、先行研究で用いられてきた尺度をもとに、

使用する２つのシナリオ について 、適合性が低いとされるシナリオであ

るか、もしくは適合性が高いとされるシナリオであるかを確かめること

である。 また適合性の高低により、その後の羞恥心と参 加意図に差があ

るかの確認も行った 。  

第２項  シナリオの 作成  

（１）プログラム内 容の設定  

シナリオを作成する上で 留意した 点は、現実の自己イメージと他のプ

ログラム 参加者の適合性以外の参加障壁 が生じないことである。まず、

金銭面の影響を避けるため、無料のチケットをもらったと いう前提を設

定した。また可能な 限り多くの回答者が気軽に参加したいと思える よう

に留意した。例えば 、ダンベルのような道具を使用するプログラムやハ

ードな有酸素運動を行うプログラムでは、 ある一定以上の 運動能力や基

礎体力が必要とな る。そのため比較的多くの人 が気軽に参加 したいと思

えるであろう「ヨガ 」をプログラム内容に選択した。またプログラムは、
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実験の対象者 を含め 10 人（他の参加者は ９人）でプログラムが実施され

ることとした。  

（２）対象者の設定  

実験の対象者を選別する条件 として①運動習慣がない、②スタジオで

のヨガ未経験 、③ 2 0 歳から 49 歳の女性を設定した。  

（３）他のプログラム参加者の特徴  

本 研 究 に お け る 適 合 性 は 、「 現 実 の 自 己 イ メ ー ジ と プ ロ グ ラ ム 参 加 者

のイメージの適合性」である。よって 他のプログラム 参加者 の特徴は、

適合性を 操作する上で重要な存在となる。適合性が高いシナリオ （以下

シナリオ①）と適合性が低いシナリオ （以下シナリオ② ）の他の参加者

は共に 20 歳から 49 歳の女性 に設定した。シナリオ①の他の参加者の特

徴は、対象者と同様に運動習慣がな く、ヨガ初心者と設定した。 シナリ

オ②の他の参加者の特徴は、運動習慣があ り、ヨガ経験者と設定した。

今回の研究では、厚生労働省が定義する「１回 30 分以上の運動を週２回

以上、１年以上継続していること」 を運動習慣の定義 とした。  

第３項  調査方法  

 今回の予備調査は、 20 24 年 10 年 23 日から 2 024 年 10 年 28 日の期間

にオンライン 調査プラットフォーム Q ua l t r i c s 上で実施した。SN S を使用

してアンケートの配 布を行い、52 名の回答を得て、操作チェック項目を

クリアした 42 名（ シナリオ① 25 名、シナリオ② 17 名）を有効回答とし

た。主な質問項目は、運動有能感 （２項目）、公的自己意識 （５項目）、

現実の自己イメージ と他のプログラム参加者のイメージ の適合性 （１項

目）、羞恥心 （４項目）、参加意図（１項目 ）である。  

第４項  調査結果  

（１）シナリオ①とシナリオ②の適合性の 値の比較  
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シナリオ①とシナリオ②の適合性の値を比較する t 検定を行った結果、

シナリオ①の適合性の平均値が４段階中（１が低い、４が 高 い） 3 . 08、

シナリオ②の適合 性の平均値が 1 . 53 であり 、 0 .1％水準で有意な差があ

ることが認められた （表１）。  

 

表１  シナリオ別の適合性の平均値の比較  

M SD M SD t値

3.08 0.91 1.53 0.62 6.11
***

シナリオ①（n＝25） シナリオ②（n＝17）

適合性
***

p<. 001  

 

（２）シナリオ別の羞恥心 、参加意図の平均値の比較  

次に有効回答 4 2 件の中から、シナリオ①において適合性の質問 に近

い、やや近い、シナリオ② において 遠い、やや遠いと答えた 36 件（シナ

リオ① 20 件、シナリオ② 16 件）を使用し、シナリオ①とシナリオ②の グ

ループ間での 羞恥心 、参加意図の値を比較する t 検定を行 った。  

まず羞恥心の比較を行った 結果、シナリオ①の平均値が ７ 段階中（１

が低い、７が 高い）2 .0 9、シナリオ②の平均値が 3 . 38 であり、0 .1％水準

で有意な差があることが認められた 。  

次に参加 意図の比較を行った結果、シナリオ①の平均値が ７段階中

（１が低い、７が高い ） 3 . 65、シナリオ②の平均値が 2 .69 であり、５％

水準で有意な差があることが認められた （表２）。  
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表２  シナリオ別の羞恥心、参加 意図の平均値の比較  

M SD M SD t値

2.09 0.96 3.38 0.97    3.99
***

3.65 0.93 2.69 1.20 2.72
*

羞恥心

シナリオ①（n＝20） シナリオ②（n＝16）

参加意図
***

p< .001, 
*
p<. 05  

 

以上の結果から、 ２つのシナリオ間において、適合性、羞恥心、参加

意図に差があることが確か められた。よって、 シナリオ①、②は本調査

で用いるシナリオとして適切であると判断した 。  

 

第２節  本調査  

第１項  調査方法  

 本研究における対 象者の条件として、予備調査と同様 に①運動習慣が

ない、②スタジオでのヨガ未経験、③ 2 0 歳から 49 歳女性の３点を設定

した。本調査では 、インターネット調査会社 （株式会社 クロス・マーケ

ティング ）に調査を委託して実施した。オンライン調査プラットフォー

ム Q ua l t r i c s を用いてアンケートを作成し、調査会社の保有するアクティ

ブパネルに作成したアンケートを 配信すること で、サンプルの収 集を行

った。上記の通り ３点を条件にモニタを抽出するため、 条件に適合しな

い回答は それぞれ 自動的に 調査が終了するよ う設定した。調査は 202 4

年 11 月 11 日から 11 月 14 日の期間に 行われた。 調査目的や個人情報保

護事項の説明の後、調査に同意した 者のみ、その後の回答に 進んでもら

った。  

回答者はまず、スクリーニング項目 （運動習慣の有無、スタジオでの

ヨガ経験の有無 、性別、年齢）、過去の運動経験 および運動有能感、公的

自己意識など自身の考え方に関する質問項目に回答した。その後シナリ
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オ①の回答者は、運動習慣がなく、ヨガ未経験の 人物に抱くイメージと

現実の自己イメージとの適合性について、シナリオ②の回答者は、運 動

習慣があり、ヨ ガ経験者の人物に抱く イメージと 現実の自己イメージと

の適合性について回答した。 次に「無料のフィットネスプログラムのチ

ケットを貰った 」 という前提の上で、 プログラム内容 と他の参加者の特

徴（シナリオ①運動習慣が なく、ヨガ初心者、シナリオ②運動習慣が あ

る、ヨガ経験者 ） が提示された。最後にそのプログラムに参加した場合

に感じる羞恥心と参加 意図について の質問に回答 すると操作終了となる

よう設計した。 コモンメソットバイアスを防ぐた め、羞恥心の項目 はラ

ンダムで出題した。また 今回の研究では 、適合性の質問の際に、 現実の

自己イメージ との適合性を問う人物 が他の参加者であることを 提示しな

かった。それは適合性の判断に、羞恥心の影響が出ることを避けるため

である。 あらかじめ、現実の自己イメージとの適合性を問う人物が 他の

参加者であることを 知った場合に生じる 、この人物と 一緒に 参加すると

恥ずかしく感じる 、ゆえにその場に 適合していないと判断 する可能性を

考慮した。  

第２項  調査項目  

 主な質問項目は、公的自己意識（５項目）、現実の自己イメージと フィ

ットネスプロ グラム参加者イメージ の適合性（１項目）、羞恥心（４項目）、

参加意図（１項目 ）である。またこれらの他 にスクリーニング項目 （４

項目）、過去の運動 経験、運動有能感 についても質問した。  

公的自己意識は、 F e n i gs t e in  e t  a l .（ 197 5）が作成した自己意識尺度と

Fen ig s t e i n  e t  a l .（ 1 9 75）を参考に菅原 （ 1984）が作成した 自己意識尺度

の日本 語版 を元に 、 著者が 作成 した ５ 項 目を７ 段階 リッカ ー ト法 （「 １ .

全く当 ては まらな い ～」～ 「７ .とて も 当ては まる 」）で測 定した 。 作 成
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した質問項目は、 スポーツ マネジメントを専攻する博士課程の大学院生

２名によってその妥当性が 確認された。適合性は、 M al a r  e t  a l .（ 2011）

の尺度を著者が日本 語に訳した１項目を用いて、 ４段階 S D 法（「１ .遠

い」～「４ .近い」）で測定した。羞恥心は、 D ah l  e t  a l .（ 20 0 1）の尺度を

著者が 日本 語に訳 し た ４項 目を 用いて 、 ７段階 リッ カート 法 （「１ .全 く

そう思 わな い 」～ 「 ７ .とて もそ う思 う 」）で測 定し た。 参 加 意図 は 著者

が作成した１項目を ７段階リッカート法（「１ .全くそう思わない 」～「７ .

とてもそう思う 」） で測定した。  

原文が英語の尺度を日本語で使用するにあたり、著者が作成した日本

語版をもとにスポーツマネジ メントを専攻する 博士課程の大学院生 ２名

によってその妥当 性が検討された。  

 

表３  質問項目一覧  

公的自己意識* 自分が他人にどう思われているのか気になる

自分の容姿を気にするほうだ

自分についての噂に関心がある

人前で何かする時、自分のしぐさや姿が気になる

私はいつも良い印象を与えるように気にかけている

適合性
** あなた自身の現在の自分のイメージ（実際に自分が思っている

自分）と、あなたが想像する今回のヨガプログラムの参加者
は、一致していますか

羞恥心* もしプログラムに参加したら、私は恥ずかしく感じるだろう

もしプログラムに参加したら、私は居心地が悪く感じるだろう

もしプログラムに参加したら、私は気まずく感じるだろう

もしプログラムに参加したら、私は落ち着かないだろう

参加意図
* あなたは上記のプログラムに参加したいと思いますか

*＝７段階リッカート尺度、**＝４段階SD尺度
 

 

第３項  集計方法  

 インターネット調査会社から受け取ったスクリーニング項目をクリ
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アした 5 98 件（シナリオ① 299 件、シナリオ② 299 件）の回答内容 を確認

し、以下の項目にあてはまるサンプルは 本研究における回答 として有効

でないも のとして除外した。  

（１）回答者に表示された、他の参加者の特徴を正しく回答できなかっ

たもの（シナリオ① 24 件、シナリオ② 2 30 件）  

（２）シナリオ①の適合性の質問に対して遠い、やや遠いと回 答したも

の（ 140 件）  

（３）シナリオ②の適合性の質問に対 して近い、やや近いと回答したも

の（２件）  

最終的に、 202 件 （シナリオ① 135 件、シナリオ② 67 件）を有効回答と

した。  

第４項  分析方法  

 本研究における 分析には、 IB M  SPS S S ta t i s t i c s  29 .0 および IB M S PSS  

A mo s  29 . 0（以下、「 A mo s」と略す）を用いた。まず、IB M S P S S S ta t i s t i c s  

29 .0 を用いて、記述統計量、信頼性係数を算 出した。その後、調査に使

用した尺度の収束的妥当性を確認するため A mo s を用いて確認的因子分

析を行い、因子負荷量と平均分散抽出 （以下「 AV E」と略す ）を算出し

た。また、弁別的妥当性は因子間相関の平方と AV E の比較によって検出

した。信頼性の検証には 合 成 信頼 性 （ C R）と C r o n b a c h ’ α を採 用 し た。

モデル適合度の指標とその基準には、C M IN / d f≦ 3 . 00（ H a i r  e t  a l . ,  20 13）、

G F I≧ . 9 0、C F I≧ . 9 0  （山本 ,  20 02）、T L I≧ . 90（ Va nd enb e rg  e t  a l . ,  20 00）、

R MSE A≦ . 1 0（ B row n e  e t  a l . ,  19 9 2）を用いた。  

 羞恥心による直 接効果、間接効果の関係（ H１から H３）につい ては、

S PSS  PR O C E SS  ma c r o  v e r  4 .2 の Mo de l  ４を、公的自己意識による調整効

果（ H４）については、Mod e l  ７  を用いて分析を行った。いずれもバイ
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アス修正 信頼区間 の水準は 9 5％、ブートストラップも数は 50 00 とし、

ブートストラップ 分析を行った。  
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第４章  結果  

第１節  回答者の基 本的属性  

 分析対象となっ た 202 件の基本的な属性は表 ４の通りである。年齢の

平均値は 38 .3 歳で、 40 代が最も多く 5 1％（ n＝ 1 03）、続いて 30 代（ n

＝ 65）、 20 代（ n＝ 3 4）となっている。過去に習慣的に身体を動かした経

験（体育の授業を除く ）は、経験ありが 2 2 .8％（ n＝ 46）、経験なしが 7 7 .2％

（ n＝ 1 56）であった。  

 

表４  基本的属性  

n ％ n ％

年齢(平均38.3歳)

20代 34 16.8

30代 65 32.2 あり 46 22.8

40代 103 51.0 なし 156 77.2

過去に習慣的に身体を動かした経験
(体育の授業を除く)

 

 

第２節  確認的因子 分析  

 公的自己意識、羞恥心の計２因子の確認的因子分析を行った結果は表

５の通りである。２因子共に、AV E、C R、C ron b a ch ’s  αのすべてにおい

て基準を満たした。  

「公的自己意識」の５項目中、「私はいつも良い印象を与えるように

気にかけている」の項目については他の４項目と比較して低い因子負荷

量を示した（ λ =  .6 6）。他の４項目は、他者からの視線に対して自身が

どのように感じるのかを問う受動的な自己意識である一方、この項目は

他者に対して自身の印象をどのように管理しているかを問う能動的な自

己意識である。因子負荷量と 他の質問 項目との内容的妥当性を考慮した
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結果、「私はいつも良い印象を与えるよ うに気にかけている」の項目を削

除することが妥当だと判断し、その後の分析を行 った。  

 

表５  修正前尺度の確認的因子分析の結果  

公的自己意識

自分が他人にどう思われているのか気になる 4.45 1.53 .75 .58 .87 .87

自分の容姿を気にするほうだ 4.40 1.55 .77

自分についての噂に関心がある 4.08 1.43 .83

人前で何かする時、自分のしぐさや姿が気になる 4.36 1.47 .77

私はいつも良い印象を与えるように気にかけている 4.27 1.29 .66

羞恥心

もしプログラムに参加したら、私は恥ずかしく感じるだろう 4.39 1.67 .87 .82 .82 .95

もしプログラムに参加したら、私は居心地が悪く感じるだろう 4.50 1.75 .92

もしプログラムに参加したら、私は気まずく感じるだろう 4.40 1.70 .93

もしプログラムに参加したら、私は落ち着かないだろう 4.62 1.65 .89

Model Fit：χ2
/df= 2.56, GFI= .929, CFI= .968, TLI= .956, RMSEA= .088

CR α質問項目 M SD λ AVE

 

 

再度尺度の確認的因子分析を行った結果、すべての因子において AV E、

C R および C r onb ac h ’s  αの値が基準を満たした（表６）。尺度の弁別的妥

当性を検証するため、AV E と因子間の相関係数の平方を比較した結果が

表７である。それぞれ因子間相関係数の平方が AV E を下回ったため、修

正後尺度の弁別的妥当性が担保された。  

 項目削除後のモデルの適合度は、C MIN /d f＝ 2 .76、G F I＝ . 936、C F I＝ . 972、

T L I＝ . 9 58、R MSE A = .094 であり、前述した基準値（ C M IN / d f≦ 3 .00、G F I

≧ . 90、 C F I≧ . 9 0、 T L I≧ . 9 0、 R MSE A≦ . 10）をすべて満たしていた 。  
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表６  修正後尺度の確認的因子分析の結果  

公的自己意識

自分が他人にどう思われているのか気になる 4.45 1.53 .78 .61 .86 .86

自分の容姿を気にするほうだ 4.40 1.55 .76

自分についての噂に関心がある 4.08 1.43 .83

人前で何かする時、自分のしぐさや姿が気になる 4.36 1.47 .75

羞恥心

もしプログラムに参加したら、私は恥ずかしく感じるだろう 4.39 1.67 .87 .82 .82 .95

もしプログラムに参加したら、私は居心地が悪く感じるだろう 4.50 1.75 .92

もしプログラムに参加したら、私は気まずく感じるだろう 4.40 1.70 .93

もしプログラムに参加したら、私は落ち着かないだろう 4.62 1.65 .89

Model Fit：χ
2
/df= 2.76, GFI= .936, CFI= .972, TLI= .958, RMSEA= .094

CR α質問項目 M SD λ AVE

 

 

表７  修正後尺度の因子間相関の二乗と AV E  

要因 1 2

１. 公的自己意識 .61

２. 羞恥心     .06
*** .82

下線付きがAVE；***
p< .001  

 

第３節  群ごとの比 較  

公的自己意識、羞恥心を各因子の得点を合計し因子数で割った合成変

数を作成した。また、適合性は「遠い、やや 遠い」を適合 性が低い（０）、

「近い、やや 近い 」を適合性が高い （１）とした。以 上を用いて今後の

分析を行った。  

まずシナリオ①とシナリオ②のグループ間での羞 恥心、参加 意図の値

を比較する t 検定を行った。まず羞恥心の比較を行った結果、シナリオ

①の平均値が ７段階中（１が低い、７が高い ） 4 .0 1、シナリオ②の平均

値が 5 .43 であり、 0 . 1％水準で有意な差があることが認められた。次に

参加意図の比較を 行った結果、シナリオ①の平均値が ７段階中（１が低
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い、７が高 い） 3 . 34、シナリオ②の平均値が 2 .58 であり、１％水準で有

意な差があること が認められた（表８）。  

 

表８  シナリオ別の羞恥心、参加 意図の平均値の比較  

M SD M SD t値

4.01 1.51 5.43 1.24   6.67
***

3.34 1.62 2.58 1.47 3.23
**

***
p< .001,

**
p< .01

シナリオ①（n＝135） シナリオ②（n＝67）

羞恥心

参加意図

 

 

第４節  羞恥心の直 接効果、間接効果の 検証  

 まず、 H１、 H２ 、 H３の検証を行うため、 PR O C E SS m ac ro（ M ode l

４）を用いて分析を行った。まず、適合性（ X）から羞恥心（ M）へのパ

ス（ β＝ - 1 . 42 ,  p<  . 00 1）と羞恥心から参加意向（ Y）へのパス（ β＝ - . 48 ,  p< .  

001）はともに有意であった。適合性から参加意向への直接効果を示すパ

ス（ . 07 ,  n . s .）は有意ではなかった。そして羞恥心を介して適合性が参加

意向に及ぼす間接効果は β＝ . 68（ 9 5％ C I :  [ . 3 9 ,  1 . 0 ]）であった。PR O C E SS 

ma cro で媒介効果を示すにあたって、ゼロが間接効果の信頼 区間の間 に

ある場合は、媒介効果を否定することになる。今回の分析結果では、 ブ

ートストラップ 9 5％信頼区間が . 39 から 1 .0 であり間にゼロがないこと

から間接効果が確認された。 よって羞恥心は、適合性と参加意向の関連

性を媒介すること が示された。以上のことから、H２と H３は支持され、

H１は棄却された。  
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図２  羞恥心の直接効果、間接効果 の検証結果  

 

第５節  公的自己意 識に よる調整効果の 検証  

 次に H４の公的自己意識の調整効果について検証を行うため、

PR O C E SS  ma c ro（ M ode l  ７）を用いて分析を行った。  

 分析の結果、公的自己意識の調整 効果は有意ではなかった （ β＝ - . 0 2 , 

SE＝ . 09 ,  C I :  [ - . 22 ,  . 1 5 ]）。  

以上のことから、 公的自己意識の調整効果 は確認されず 、 H４は棄却

された。  

 

 

図３  自己意識による調整効果の検証結果  
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第５章  考察  

第１節  羞恥心の直 接効果、間接効果 の 影響  

 羞恥心の直接効果 、間接効果を検証するため、PR O C E SS  m ac ro（ Mo de l  

４）を用いて分析を 行った。分析の結果、H２、H３が支持された 一方で、

H１ は 棄 却さ れ た 。 ま た 現 実の 自 己 イ メ ー ジ と フィ ッ ト ネ ス プ ロ グ ラム

のイメージの適合性 （以下、「適合性」と略す）が、羞恥心 を媒介して、

参加意図に影響を 与えていることが 明らかに なった。  

H２の結果から、適合性が羞恥心に影響を及ぼすこと が明らかになっ

た。運動習慣のないヨガ初心者の女性は、適合性が低い 場合 、より高い

羞恥心を感じる。 これは自己イメージと広告表現の適合性が、ブランド

態度に正の影響を及ぼすという先行 研究（ H ong  &  Z i nkh an ,  19 95）を支持

する結果になったといえる 。消費者は適合性が低い場合、自身が持つ自

己一致性 動機を満た していないことに気づく 。その結果、プログラムに

参加する場合は、他者から望ましくない評価を受け ることや 、気まずさ

を感じるのではないかと想起し、 自尊心の低下を予想する 。その結果、

より高い羞恥心が発生したと推測できる。  

H３の結果から、羞恥心 の値が高い場合、参加意図が低下することが

明らかになった。これは恥ずかしい製品の購入時に羞恥心が発生すると

その後の購買行動が阻害されるという先行研究 （ e .g . ,  D ah l  e t  a l . ,  200 1 ;  

樋口・中村 ,  20 09）と一致している。避妊具やガス予防薬など のように、

製品そのものが恥ずかしいものでなくとも、 他の消費者や環境の影響 を

受け羞恥心が発生した場合は、その先の購買行動に負の影響がでるとい

うことが示された。  

 また間接効果の検証により、 適合性が羞恥心を媒介して、参加 意図に

影響を与えていることが 明らかになった。つまり適合性は、直接参加意
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図に影響を及ぼさない。しかし適合性は、羞恥心を媒介して参加 意図に

影響を及ぼす ということが明らかになった。運動習慣のないヨガ初心者

の女性は、適合性が低い と感じた場合、自分はそのプログラムにふさわ

しくない 、浮いた存在のように感じるのだろ う。その結果、自尊心は低

下し、より高い羞恥心が 発生する 。そして羞恥心が発生するような状況

を避けたいと考え、プログラムへの参加 意図は低下する と考えられる。  

H１の棄却は、より羞恥心の間接効果を強調するものであるといえる。

シナリオ①（適合性 高い）とシナリオ② （適合性低い ）の参加意図の平

均値を比較する t 検定を行った結果、シナリオ①とシナリオ②には有意

な差があり、シナリオ②の方が参加 意図の平均値が低かった。適合性は、

消費者の参加 意図 の低下を防ぐために重要である。だが結果的に 、消費

者の参加 意図を妨げる決定要因となるの は、適合 性が低いことにより生

まれる羞恥心である。この結果は、 ブランド研究の適合性アプローチ

（ e . g . ,  S i rg y,  1 982 ;  S i rgy,  198 5 ;  A ake r,  1 999 ;  久保田 ,  20 10 a）の重要性を支

持するだけでなく、新たな知見を加えることができたといえる。  

またクラブ会員は、理想の自己イメージよりも現実の自己イメージと

等しいクラブを選択 するという先行研究  （ A b e l  e t  a l . ,  2 013）と等しい

結果とな った。現実の自己イメージ とフィットネスプログラム参加者イ

メージの適合性が低い場合、消費者は自己一致性動機に失敗したと感じ、

自尊心を失う。その結果 羞恥心が生まれ、参加 意図が低下するのだろう。

フィットネスクラブ現場では、 理想の自己イメージと適合するイメージ

を作成することも大切だが、それ以上に、 現実の自己イメージとの不適

合を防ぎ 、羞恥心を発生させないことが重要であるといえる。  
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第２節  公的自己意 識による調整効果  

 適合性が羞恥心に与える影響 に対する公的自己意識の調整効果を検証

するため、 PR O C E SS  ma c ro（ Mo de l  ７）を用いて分析を行った。分析の

結果、 H４は棄却された 。つまり公的自己意 識の高さは 、適合性が羞恥

心に与える影響を調整しないという結果に なった。  

公的自己意識とは、公的な自己の側面への注意の向けやすさのことで

ある（ Fe n ig s t e in ,  19 79）。公的自己意識の高い人は、他者からの評価や態

度を気にして、その場の自己表現の仕方をコントロールしたり、その場

の雰囲気や状況に合わせて自己を演出する傾向があ る（ e .g . ,  S ch e i e r,  

1980 ;  C a r ve r  &  H u mp hr i e s ,  19 81 ;  So l om on  &  Sc hop l e r,  198 2）。 よって本研

究では、公的自己意識が高 い人は適合性が低い場合、プログラム内での

孤立や周りからの差別 的な視線を気にして、より 高い羞恥心が発生する

と考え、仮説をたてた。しかし公的自己意識が高い人は、他人からの評

価を気にしやすい人である ということは 、他人から良い印象を得たい人

でもあるといえる。実際に公的自己意識は、「賞賛されたい欲求」と「拒

否されたくない欲求」の２つの欲求と強い相関がある （菅原 ,  1 986）。 H

４が棄却されたのは、この「賞賛されたい欲求」 が関わっていると 推測

できる。つまり公的自己意識が高い人は、 自身を向上させてくれそうな

ヨガのプログラ ム に対しては、より好意的な態度を持った可能性が考え

られる。  
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第６章  結論  

第１節  結果のまと め  

本研究の目的は、フィットネスプログラム参加 意図に、現実の自己イ

メージとプログラムイメージの適合性により生まれる羞恥心が与える影

響を明らかにすることで あった。４つの仮説 の検証結果から、現実の自

己イメージとプログラム参加者のイメージ の適合性は、羞恥心に 負の影

響を与えること、羞恥心はフィットネスプログラムの参加 意図に負の影

響を与え ること、 現実の自己イメージ とプログラム参加者 の 適合性は、

羞恥心を媒介して、フィットネスプログラムの参加 意図に正 の影響を及

ぼすことが明らかにな った。  

 

第２節  インプリケ ーション  

第１項  学術的意義  

本研究の学術的意義は、 ２点あげられる。１点目は、消費者行動にお

ける羞恥心の影響 、重要性を提示できた点である。 羞恥心は 消費者行動

の研究において、行動を阻害する要因として注目されつつも、 本質的に

恥ずかしい商品 や行動に焦点が当てられて きた（ e .g . ,  D ah l  e t  a l . ,  200 1 ;  

樋口・中村 ,  2 009 ;  K r i s hn a  e t  a l . ,  201 9）。本研究では、 本質的 に恥ずかし

い製品や行動ではない フィットネス クラブの 現場においても、適合性に

より生まれる羞恥心が参加意図へ負の影響を及ぼすことを明らかにした。

つまり、具体的な恥ずかしい行動や製品でなくとも、 様々な文脈で生じ

る羞恥心はその後の行動に負の影響を与えているということがいえる。

消費者行動において、羞恥心 の発生を抑制する ことは今後の行動を阻害

させないために、極めて重要である ことが再確認 された。  

２点 目 は 、適 合 性 か ら 生 ま れ る 羞 恥 心 の 関 係 を 検 討 で き た 点 で あ る 。
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本研究では、適合性が異なる２つのシナリオを 調査対象者に提示し、羞

恥心を測定した。その結果適合性が低いシナリオが提示された対象者は、

適合性が高いシ ナリオが提示された対象者よりも 、羞恥心 の値が高かっ

た。そして適合性から生まれた羞恥心が参加 意図に負の影響を与えてい

た。これまでのブランド研究 における 適合性の研究では、 羞恥心は自己

一致性欲求に失敗した際に生じる心理的不協和の一つとして扱われ、自

己一致性 動機がその後の製品やサービスへの接近・回避に影 響を与えて

いるとされてきた （ e .g . ,  S i rgy,  198 2 ;  S i rgy,  1 98 5 ;  A a ke r,  19 99 ;  久保田 ,  

20 10 a）。つまり自己一致性欲求に失敗したことにより 発生す る羞恥心が、

その後の消費者の 行動に及ぼす直接的な影響については検討されて こな

かった。本研究により、適合性が羞恥心を媒介して、参加 意図に影響を

与えることが明らかになった。この結果から、適合性アプローチ に新た

な知見を提示することができた。  

第２項  実践的意義  

本研究の結果から、フィットネスクラブの参加率 の向上には、消費者

の羞恥心を発生させない為に、消費者の現実の自己イメージと適合する

イメージの作成と、 適合性の高低に 関わらず、羞恥心を発生させないこ

とが大切である と いうことが明らかになった 。以上の結果を踏まえ 、参

加率の向上にむけた いくつか の現場への提言を行う。  

（１）  広告の作成  

 ターゲット に適合する イメージ を作成する ことが重要である。これま

でのフィットネスクラブの広告 は、筋肉トレーニングにより鍛え上げら

れた体型の人物や引き締まったスタイルの良い モデル体型の人物 の運動

している 姿が提示 されていることが 多かったように感じる。 消費者に理

想的なイ メージと目標を与え、参加意欲を向上させることが狙いであろ
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う。しかしそのような体型は理想的で魅力的で はあるかもし れないが、

実際のクラブ会員や入会を検討する消費者 の現実の自己イメージとは 大

きくかけ離れていることが多いと推測できる 。消費者は 広告をみて 憧れ

や目標といった ポジティブな感情 を抱くかもし れない。しかし同時に現

実の自己イメージ との不一致を認識 することで 、ネガティブな感情 が発

生し、消費者の参加 意欲を低下させていた可能性がある。そのネガティ

ブな感情の一つには羞恥心が含まれている と考えられる 。今後広告を作

成する際 には、様々な体型の人物をモデルに 起用することを推奨する 。

モデルのような体型 ではない が、健康的な体型の人物が活き活きと運動

する姿を提示することで、消費 者に自己イメージとの不一致を感 じさせ

ずに、憧れや目標を作り出すことができる と考える。  

 また、モデルの 服装も重要である 。現在の広告では、 女性のモデルは

タンクトップ やレギンスパンツなど身体のラインがよくわかる露出度の

高いウェアを着ていること が多い。 お洒落でスポーティなイメージの作

成には効果的かもしれないが、広告を見た 消費者は、クラブではモデル

と同様の服装が求められ ると認識する可能性がある。露出に抵抗があ る

人や体型にコンプレックス を抱えている人物は、露出度の高いウェアを

着ることには羞恥心を感じ、その結果参加意図は低下すると推測できる。

タンクトップの上に Ｔシャツの重ね着をしたり、 レギンスパンツの上に

ハーフパンツを履 くなど、少し露出を抑えつつ も、爽やかで スポーティ

なイメージを作り出す ことはできると考えられる。  

（２）プログラムの作成  

様々なレベルに合わせたプログラムを作成することが好ましいと考

えられる。初心者、中級者、上級者向けと参加者のレベルを分けること

で、消費者は安心 してプログラムに参加することができる。  
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またプログラム の参加者に対して、 特定のス テレオタイプ のイメージ

を抱かさないことも大切である。例えばヨガのプログラム は、若い女性

に向けたプログラムであると 考えている人も少なくないだろう 。その結

果、男性や高齢の 人は、ヨガは自分とは適合しないプログラムだと感じ

ている可能性がある 。プログラムの広告を作る 際には、男性 や高齢のモ

デルの起用や、「老若男女楽しめる」など文字を入れる ことにより、多く

の人にとって適合するプログラムイメージ は作成できる と考えられる。  

トレーナーの声掛けも非 常に重要である。最初に参加者のレベルや不

安点を確認するなどの積極的なコミュニケー ションや、慣れていない参

加者を置 き去りにしない 配慮など、様々な部分に目を配る必要がある。

ここで重要な点は、 運動経験が豊富なトレーナーの良かれ とおもった声

掛けが、運動 経験が少ない人や苦手な人にとっては 逆効果になる可能性

もある。全ての参加者 の自尊心を傷つ けず、安心して プログラム に参加

できるよう、サポートする力が求められる。  

（３）クラブ内の空間づくり  

 フィットネス クラブ内の運動実施の場 は、鏡張りの空間となっている

ことが多い。トレー ニング中 のフォームの確認や、自身の 体型の変化を

意識する上では、重要であ る。しかし 自分が運動している姿が常に鏡に

映し出されること により、羞恥心を感じる 消費者も存在するかもしれな

い。鏡の設置場所 や方法には工夫が 求められる 。  

また同じ空間で運動している人物とは異なる他者の視線 を 避けるこ

とができる環境を 作成する ことも重要である 。例えばプログラム が行わ

れるスタジオが 人が通る廊下に面している場合、 プログラム 内での参加

者同士の適合性が 保たれて いても、適合性の 異なるプログラム参加者以
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外の視線により羞 恥心が発生する可能性があ る。部屋を暗くしたり、ポ

スターなどを張り隠したりする工夫が求められる。  

 

第３節  研究の限界 と展望  

 本研究は、 フィットネスプログラムイメー ジと自己イメージの 適合性

により生まれる羞恥心が参加 意図に与える影響 について明らかにした。

これは、フィットネスクラ ブの空間に留まらず、 消費者行動 に羞恥心が

及ぼす影響を提示した一方、研究の限界として以下 ５点があげられる。  

１点目は、適合性の 判断要因 の特定である。本研 究では、適合性が異

なる２つの状況（適合性が高い、適合性が低い）を実験的に作り出すた

めに、他の参加者の特徴が異な る２つのシナリオを作成した。予備調査

により、シナリオ①は適合性が高く、シナリオ②は適合性が低いシナリ

オであると判断して本調査に進んだ。しかし本 調査でシナリオ①を提示

された回答者の 2 99 名のうち 140 名は適合性の質問に対し、「やや遠い」、

「遠い」と回答し 、有効回答から除外された。この 結果から、消費者が

適合性を判断する基準は、運動習慣の有無とプログラムの運動内容に関

する経験の有無だけではないということが明らかになった。今後、質的

な研究によって、適合性の判断要因を特定することで、より効果的な適

合性アプローチを行う 一助になるだろう。  

２ 点 目 は 、 シ ナ リ オ の 設 計 で あ る 。 今 回 は 、「 無 料 の ヨ ガ プ ロ グ ラ ム

のチケットを 友人からもらった」と仮定をした。よりリアル な状況を作

成するために「友人 からもらった 」と設定した が、設定の仕方で回答が

変わる可能性がある 。  

３点目は、調査対象者の属性の偏り である。運動習慣がなくヨガ初心

者であることを条件に調査対象者を募ったが、羞恥心は状況への慣 れと
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負の相関があるため、運動習慣や人前での運動経験が多い人の場合は、

イメージの適合性が低い状況であっても本研究 の結果と同じような羞恥

心の発生 がみられない可能性 が考えられる。運動に自信のある人を対象

にした場合、現実の自己イメージよりも理想の自己イメージとの適合が

優先されることも想定される。  

４点目は羞恥心の発生メカニズムの検証である。 本研究ではイメージ

の適合性の高低を羞恥心 の発生要因として設定した。しかし 実際にイメ

ージ不一致から 、 羞恥心の発生にいたるまでのプロセス に関して は、明

らかにできていない。羞恥心の発生には複数の要因が絡み合ってい ると

されているため、今後質的な研究によって要因やメカニズムが特定され

ることで、より効果的なマーケティング戦略を 策定する一助となるこ と

が期待さ れる。  

 ５点目は、新たな モデレーター の検討である。今回の研究では、動機

の影響は無視された。しかし動機はクラブの参加 決定において重要な要

因であると推測できる。動機の内容や強さによっては、適合していなく

ても羞恥心が発生しない、もしくは 羞恥心が発生したとしても 積極的に

参加する可能性がある。 事前にヨガ態度を測定し、その変化を従属変数

にするなど動機をモデレータ ーに含めた新たな研究が求められる。  

以上の５点を本研究の限界と今後の課 題としてあげ、より今後の羞恥

心に関する研究の一助になることを期待する。  
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付録  調査に用いた 質問 紙   

 

アンケート調査へのご協力のお願い    

このアンケートは、フィットネスプログラムに関する調査です。  

 回答所要時間は５分程度です。 

  結果は統計的に処理し、個人情報が外部に漏れる恐れは一切ありません。   

この先の質問に回答することで、調査の協力に同意したとみなします。  

 以上の趣旨をご理解いただきアンケート調査へのご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。    

 

早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 修士課程 佐原 里加子 

 

(共通) 

Q1 まず、あなたご自身のことについて質問します。     

あなたは運動習慣がありますか。   

※運動習慣の定義：１回 30分以上の運動を週２回以上、１年以上継続していること 

o はい  

o いいえ  

 

Q2 あなたはヨガレッスンに参加したことはありますか。  

o はい  

o いいえ  

 

Q3 性別をお答えください 

o 男性  

o 女性  

o 回答しない  

 

Q4 年齢を入力してください（半角数字のみ）。 

________________________________________________________________ 
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Q5 これまでに体育の授業以外で、習慣的に体を動かしたことはありますか。 （部活動や習

い事、ジム通いなど） ある場合は、種目（バスケットボール、バレエ、ジムなど）を入力

してください。 ※複数回答可   

o はい __________________________________________________ 

o いいえ  

 

Q6 あなたの運動に対する考えについて教えてください。  

 
全くそう

思わない 

そう思わ

ない 

あまりそ

う思わな

い 

どちらと

もいえな

い 

ややそう

思う 
そう思う 

とてもそ

う思う 

運動につ

いて自信

を持って

いる  

o  o  o  o  o  o  o  

大抵の運

動は上手

にできる  
o  o  o  o  o  o  o  

 
 

Q7 あなたご自身の性格についてお答えください。     

これはあなたの性格の良し悪しを判断するものではありませんので、お気軽にお答えくださ

い。    

（以下の文章に対して１番近い回答を選択肢からお選びください） 
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全く当て

はまらな

い 

当てはま

らない 

あまり当

てはまら

ない 

どちらと

もいえな

い 

やや当て

はまる 

当てはま

る 

とても当

てはまる 

自分が他

人にどう

思われて

いるのか

気になる  

o  o  o  o  o  o  o  

自分の容

姿を気に

するほう

だ  

o  o  o  o  o  o  o  

自分につ

いての噂

に関心が

ある  

o  o  o  o  o  o  o  

人前で何

かする

時、自分

のしぐさ

や姿が気

になる  

o  o  o  o  o  o  o  

私はいつ

も良い印

象を与え

るように

気にかけ

ている  

o  o  o  o  o  o  o  
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シナリオ① 

Q8 あなた自身の現在の自分のイメージ（実際に自分が思っている自分）と、あなたが下記

の情報を見て想像する人物のイメージは、どのくらい一致していますか。  

（一致している：近い 〜 遠い：一致していない）      

 

ヨガ初心者かつ運動習慣がない 20代〜40代の女性   

 ※運動習慣の定義：１回 30分以上の運動を週２回以上、１年以上継続していること 

o 遠い  

o やや遠い  

o やや近い  

o 近い  
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以下の文章を見て、想像してお答えください。     

 

『あなたは友人から無料のフィットネスプログラムのチケットをもらったと仮定します』  

    

プログラム内容は「ヨガ」です。     

 

ヨガはポーズと呼吸法を組み合わせて、心身ともにリラックスさせます。   

姿勢改善とシェイプアップの効果が期待できます。     

 

このプログラムは、あなたを含めて 10名で行われます。  

 他の参加者は全員 20代〜40代の女性で、ヨガ初心者かつ運動習慣がない人です。   

 ※運動習慣の定義：１回 30分以上の運動を週２回以上、１年以上継続していること 

 

Q9 今回知ったプログラム参加者の特徴について最も適切なものをひとつ選んでください。 

※運動習慣の定義：１回 30分以上の運動を週２回以上、１年以上継続していること  

o 全員運動習慣がある  

o 全員運動習慣がない  

 

Q10 今回知ったプログラム参加者の特徴について最も適切なものをひとつ選んでください。  

o 全員ヨガ経験者  

o 全員ヨガ初心者  
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シナリオ② 

Q11 あなた自身の現在の自分のイメージ（実際に自分が思っている自分）と、あなたが下記

の情報を見て想像する人物のイメージは、どのくらい一致していますか。  

（一致している：近い 〜 遠い：一致していない）    

    

ヨガ経験者かつ運動習慣がある 20代〜40代の女性   

 ※運動習慣の定義：１回 30分以上の運動を週２回以上、１年以上継続していること 

o 遠い  

o やや遠い  

o やや近い  

o 近い  
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Q12 以下の文章を見て、想像してお答えください。  

 

 『あなたは友人から無料のフィットネスプログラムのチケットをもらったと仮定します』   

 

 プログラム内容は「ヨガ」です。    

 

ヨガはポーズと呼吸法を組み合わせて、心身ともにリラックスさせます。  

姿勢改善とシェイプアップの効果が期待できます。     

 

このプログラムはあなたを含めて 10名で行われます。 

  他の参加者は全員 20代〜40代の女性で、ヨガ経験者かつ運動習慣がある人です。    

※運動習慣の定義：１回 30分以上の運動を週２回以上、１年以上継続していること 

 

Q13 今回知ったプログラム参加者の特徴について最も適切なものをひとつ選んでください。 

※運動習慣の定義：１回 30分以上の運動を週２回以上、１年以上継続していること  

o 全員運動習慣がある  

o 全員運動習慣がない  

 

 

Q14 今回知ったプログラム参加者の特徴について最も適切なものをひとつ選んでください。  

o ○全員ヨガ経験者  

o ○全員ヨガ初心者  

 
 

 

(共通) 

Q15 以下の文章に対して１番近い回答を選択肢からお選びください。 
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全くそう

思わない 

そう思わ

ない 

あまりそ

う思わな

い 

どちらと

もいえな

い 

ややそう

思う 
そう思う 

とてもそ

う思う 

もしプロ

グラムに

参加した

ら、私は

恥ずかし

く感じる

だろう  

o  o  o  o  o  o  o  

もしプロ

グラムに

参加した

ら、私は

居心地が

悪く感じ

るだろう  

o  o  o  o  o  o  o  

もしプロ

グラムに

参加した

ら、私は

気まずく

感じるだ

ろう  

o  o  o  o  o  o  o  

もしプロ

グラムに

参加した

ら、私は

落ち着か

ないだろ

う  

o  o  o  o  o  o  o  
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Q16 あなたは上記のプログラムに参加したいと思いますか。 

o 全くそう思わない  

o そう思わない  

o あまりそう思わない  

o どちらともいえない  

o ややそう思う  

o そう思う  

o とてもそう思う  
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